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第１３１回火山噴火予知連絡会 

口永良部島の火山活動に関する検討結果 
 
 
 口永良部島の火山活動は活発な状態が継続しており、火山ガス観測や地殻変動観測では、

今後、火山活動がさらに高まる可能性があることを示す変化もみられていることから、火山

活動の推移を注意深く見守る必要があります。 
 
 
 口永良部島の新岳では、昨年（２０１４年）８月３日の噴火の後、新たな噴火は発生して

いませんが、噴煙活動は活発な状態で継続しています。 
二酸化硫黄の放出量は、昨年の噴火以降、増加傾向にあり、昨年１１月には１日あたり２

千トンを超え、今年（２０１５年）１月には最高で３千トン程度と多い状態になっています。 
火山性地震は時々発生しており、今年１月２４日には一時増加して、島内で震度１を観測

する規模の地震も発生しました。 
ＧＮＳＳによる地殻変動観測では、昨年１２月頃から島内の一部の基線にわずかな伸びの

傾向が認められます。 
 
以上のように、口永良部島の火山活動は活発な状態が継続しており、今後も昨年８月３日

と同程度の噴火が発生する可能性があります。 
 また、火山ガス観測や地殻変動観測によると、今後、爆発力が強い噴火や規模の大きな噴

火に移行する可能性もありますので、火山活動の推移を引き続き注意深く見守る必要があり

ます。 
 
新岳火口から概ね２ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒

してください。また、向江浜地区から新岳の南西にかけて、火口から海岸までの範囲では火

砕流に警戒してください。 
風下側では降灰及び風の影響を受ける小さな噴石に注意してください。また、降雨時には

土石流の可能性がありますので注意してください。 
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